妾 は 今、 神 戸 海岸通りの レストラン . エイ シャの 

隅ッ こに、 ちょこ りんと 腰 を かけて いる。 油気の ない 

前髪 をう いうい しく 垂らして、 紫 ミラ ネ ー ゼの 派手な 

しおせ しょ 

振袖 を 着て、 金ピ 力の 塩 瀬 を 色気よ く 高々 と 背負つ て 

いるの だから、 ゥッ カリした 男の 眼に は 十四 五ぐ らい 

にし か、 うつらないで しょうよ。 どうぞ、 そのお つも 

りで ネ …… ホホ ホホホ …… 。 

妾の 手に は タッタ 今ボ ー ィ さんが 買って 来て くれた 

号外が 一 枚 載って いる。 これ は 今から 三時 間ば かし 前 

に、 ここから 二三 町 先の 海岸通りの 横町で 起った 事件 

で、 あちこちの テ— ブルに 固まって いる 男のお 客た ち 



も 首 をつ き 合わせながら 引っぱり 合って いる。 西洋人 

までが 鹿爪らしく 耳 を 傾げて いるせ いか 室の 中が 急に 

シン カンと なって いる。 妾 も その 中の 大きな 活字 だけ 

を 拾い 読みして みると …… - J の 号外 を ここ に 挟ん で お 

くわ …… ごらんの 通り トテモ 大変な 活字 だらけな の… 

—— 財界の ムッソ リニ、 高利 貸 王、 赤 岩 権 六 氏 粉砕 

さる 

—— 本日 午後 五 時 頃、 同氏 経営の 通称 ゴンロ ク • ァ 

パ ー ト前、 海岸 通 横町 街路 上で —— XX 党の 爆弾 か？ 



路面の アスファルトに 二 個の 大穴 —— 

II スバ ラシィ 爆発の 威力 II 同氏の 遺骸と 名刺、 

同氏 乗 用の 自動車の 破片 八方に 散乱し、 サ i 自動車の 運 

転 手と アバ ー ト 勝手口 附近 事務室に 残留せ る 女 事務員 

二 名 惨死し、 路上の 男女 数名 即死 重 軽傷 —— 十数 間 を 

隔てた 十字路 を 整理 中の 交通巡査 も 打倒され て 人事 不 

省 —— 電柱 其 他 附近の 店頭 メチ ヤメ チヤ —— 

—— 〔続報〕 —— 事件 後 約 一 時間 を 経て 出勤した 同 

アバ —卜の 宿直 小 使 白木 某 は、 五 階に 居住して いた 美 

少女 エラ 子 (本名 年齢 等 一切 不明) の コック 兼 従僕に 

して 身長 七 尺に 近い 印度人 ハラムと 称する 巨漢が、 同 



少女の 寝室 床上に 一 糸 も 纏わざる 裸 形の まま、 射殺さ 

れて 居る の を 発見 —— 次いで 同 少女 エラ 子が 情夫の X 

X 党員ら しき 青年と 共に 行方 を晦 まして 居る らし い 事 

が 判明した —— 

—— 美少女 エラ 子 は 赤 岩 氏が 一 箇月ば かり 前に 何処 

からか 連れて来て 匿 まっている 同氏の 私生児で、 今日 

まで 固く 口 止されて いた 事実 を 小 使の 白木 某が 陳述し 

た —— 

—— 同 アバ ー トは 新築 匆々 の 為め、 一階の 事務室と、 

エラ 子の 居室の ほか 全部が ガラ 空きであった。 —— 且、 

爆発 現状の 目撃者が 重傷、 惨死、 又は 人事不省に 陥つ 



ている 為め 目下の 処、 事件の 真相に ついて、 何等の 手 

がかり を 得ず —— 

—— 警察当局 は 曰く —— X X 党と は 絶対に 無関係 だ。 

赤 岩 氏が 同 アバ ー トの 空室 に 秘密 運搬 中 の、 鉱山 用の 

火薬 類が、 取扱いの 不注意の 為め に 発火した ものと、 

少女 エラ 子に 絡まる 情痴 関係の 殺人が、 偶然に 一 致し 

たもので は 無い か —— 爆弾なら ば 一 発で 効果 は 充分の 

害で ある。 路面に 残って いる 二 個の 大穴が、 何と 云つ 

て も 疑問の 中心で なければ ならぬ —— なお 目下 詳細に 

亘 つ て 取調 中 云々 —— 

—— 疑問の 美少女 エラ 子の 行方 は —— 正体 は 9 —— 



の晚に 遅くまで 遊んだ 朝 は、 いつでも、 おひる 頃まで 

唾たい のに、 今朝 はよ つぼ ど どうかし ていた。 

がらす 

妾 は 窓の カァ テン を 引いた。 硝子が 一 面に スチ ー ム 

で 露つ ぼくな つていた から、 手の平で 拭いた。 冷た 

かった ので 頭が ハツ キリと なった。 

妾の 室はゴ ンロク • アバ —卜の 五 階だった。 窓の 外 

は 神 戸の 海岸通りの 横町に なって いた。 左手に 胡 粉 i 

みたい な諫訪 山の 公園が 浮き出し ている。 右手の 港に 

つながつ ている 船の 姿が まるで 影絵の よう。 その 向う 

から 冷たい 太陽が のぼって、 霜の 真白な 町々 を 桃色に 

照し ている。 窓 硝子が 厚い から 何の 音 もき こえない。 



かんぞう 

のさ そり だの、 燃え立つ ような 甘草の 花 だの、 真青な 

人 喰い 鳥 だのが ノサ バリ まわって いた。 

その 垂幕の 間から、 隣り の 化粧部屋と、 その 向う の 

白い 浴槽が ホノ 暗く のぞいて いる。 浴槽の 向う に は 鏡 

びょうぶ 

の屛 風が 立って いる。 そんな ものの 隅々 にピカ ピカチ 

力 チカ 光って いる 金銀 だの、 瀬戸物 だのの 装飾が、 一 

ッ 一 ッに ブルドッグ . オヤ ジ …… 妾の 旦那に なって い 

る 赤 岩 権 六の 金ピカ 趣味 を サラケ 出して いた。 見れば 

見る ほど 淋しい、 つまん ない ものば かりだった。 

その ブルドッグ • オヤ ジの赤 岩 権 六 は、 ゆん ベ 夜中 

しらが ばばあ 

に 急用が 出来て、 娵訪山 裏の 本宅の 白髪 婆のと ころへ 



帰った。 だから 妾 は 今朝、 一人ぼっちで 眼を醒 したの 

だった。 

だけど 妾が コンナ に 淋し いのは ブル . オヤ ジが 居な 

いせいじゃなかった。 ブル. オヤ ジが百 人出て 来たつ 

て、 妾の 気持ち を、 とり 直す ことなん か出来 やしな かつ 

た。 今まで だってそう だった。 今 もそう に 違いな かつ 

た。 

妾 は タッタ 一人でべ ッドの 上に 長くな つたまん ま、 

暗い ところへ グ ングン 落ち込んで 行く ような 気 もちに 

なって いた。 

妾 はいつ の 間に か 枕元の ベル を 押したら しい。 入口 



の 横の 垂れ幕 を 押し分けて、 コックの ハラムが ノッソ 

リと這 入って 来た。 

ハラム は 印度人の 中で も 図抜けの 大男だった。 背の 

高さが 一 一 米突 ぐら いあつて 左右の 腕が 日本人の 股と お 

ん なじ 大きさ をして いた。 それが いつもの 通り、 妾の 

大好きな 黄色い 上等の 印度 服 を 引っかけて、 おなじ 色 

のタ ー バ ンを 高々 と 頭に 捲き 上げて いる ばかりでなく、 

眼の まわりが 青 ずんで、 瞳が ギヨ 口 ギヨ 口して、 鼻が 

尖んが つ て 、 腮鬚ゃ 胸毛 を 真黒く モジ ャモ ジャと 生や 

している の だから、 ちょうど アラビア ン. ナイトに 出 

て 来る 強盗の 親分み た いな スバ ラシ ザで、 見上げた だ 



けで も 気持ちが ス ー ッ とした。 この 印度人 は 故郷に 居 

る 時分から うらないが 本職で、 四十 一 一歳の 今日が きょ 

うまで、 何とかい う バラモンの 神様に 誓って、 童貞 を 

守って いるの だ …… と 自分で 云って いた。 だけど 色が 

黒い から ホン ト だか 噓 だかよ くわから なかった。 

妾 は 毎朝 ブル. オヤ ジが 帰った あとで、 誰も 居な く 

なると、 この 男に 抱かれて ユック リ お湯に 入れて もら 

うの を 何よりの 楽しみに していた。 それ は 思いよう に 

よって はこの 上 もない、 ス テキな 冒険に 違いなかった 

から …… 。 

けれども ハラム は 妾の 処に 来た 最初から、 どこまで 



れる 通りに なって いた。 今から 考える と、 その 時の 妾 

の 恰好 は、 ずいぶん 変 デコだ つ たろうと 思う けど …… _ 

い つも 

それば かりじゃなかった。 ハラム は 平生の ように パ 

ンカァ を 引き 動かして、 妾の 身体 を 乾かして くれる 事 

へや 

もしなかった。 そんな 事 は 忘れて しまった ように、 室 

の 隅から 籐椅子 を 一 つ、 妾の 前に 引き寄せて 来て、 そ 

の 上に 威儀 堂々 とかし こまった。 そうして 塔の ように 

捲き 上げた タ ー バン を 傾けて、 妾の 瞳に ピッ タリと、 

またた 

自分の 瞳 を 合せる と、 そのまま 瞬き 一 つし なくなった- 

- つず ま 

妾 も 仕方なし に、 真綿の 椅子の 中で 羽根 布団に 埋っ 

たま ま、 おなじようにして ハラムの 顔 を 見上げて いた- 



籐椅子が ハラムの 大きな 身体の 下で ギィ ギィと 鳴つ 

た。 

その 時に ハラム は 底 深い、 静かな 声で、 ュル ュルと 

口 を 利き はじめた。 妾の 瞳 をみ つめた まま …… 。 

「 …… 何事 も 運命で 御座います。 妾 は、 お 姫様の 運命 

を はじめからお しまいまで 存じて いるので 御座います- 

あなた 様の 過去 も、 現在 も、 未来の 事まで も、 残らず 

存じ 上げて いるので 御座います。 この 世の中の 出来事 

という 出来事 は、 何 一 つ 残らず、 運命の 神様のお 力に 

よ つ て 出来た 事ば かりなので ございます」 

ハラムの 顔付きが みるみる うちに、 それ こそ 運命の 



まする ので …… 」 

「その ォモ チヤ は 何に 使う の …… 云って 御覧 …… 」 

ハラム は 急に 両手 を さし 上げた。 いかにも 勿体 をつ 

ける ように 頭 を 烈しく 振り立てた。 

r ィャ …… ィ ャィャ ィャ。 それ は、 わざと 申し上げ ま 

すまい。 お許し 下さい ませ。 只今 は それ を 申 上げない 

方が、 運命の 神様の 御 心に 叶う からで 御座います。 … 

…しかし …… それ はもう 間もなく、 おわかりになる 事 

で 御座います。 私 は その 『ココ ナットの 実』 を、 きょ 

う 中に 二つと も、 ある 人の 手に 渡す ので 御座います。 

その 方 は、 お 姫様が よく 御存じの方で 御座いま すが… 



たらしかった。 靴 を 穿き かけた まま 妾の 処へ艇 け 寄つ 

て 来て、 妾のお 臍の 上から、 U り 落ちそう になって いる 

パンの 固まり をシッ カリと 両手で 押え付けた。 サ ツキ 

のように、 おびえて、 ゥッ 口な 眼 付き をし いしい パン 

の 固まり を 抱え 上げて、 妾の 寝台の 下に 並んで いる 西 

洋酒の 瓶の 間に 押し込んだ。 ホッと 安心の ため息 をし 

いしい 立ち上り、 又 服 を 着直した。 靴 穿き のま ま、 ダ 

ブ ダブの コ— ル天の ズボンと 上衣 を 着て、 その上から 

妾の 古い ショ ー ル をグル ダルと 捲き 付けた。 その上 か 

ようかん がいとう かまぼう 

ら 厚ぼったい 羊羹 色の 外套 を 着て、 ビバのお 签帽を 耳 

の 上まで 引つ 冠せ た。 それから 膝 を ガマ 足に して、 背 



意 打ちで 案外だった ので、 正直のと ころ 胸が ドキ ドキ 

した。 けれども、 それが 静まって 来る と、 一緒に、 こ 

うした 不意打ちの 出来事の 原因が ハ ッ キリと 妾に わ 

かって 来た。 これ は 運命の 神様の イタ ズラ に違いない 

と いう ことが …… 。 

運命の 神様 ラドゥ— ラの 御つ かわしめ になって いる 

ハラム は、 ツイ 今し がた 妾の 処 から ウルフが 帰り かけ 

たの を 見る や 否や、 どこかで お 酒 を 飲んで いる ブル- 

オヤ ジに何 かしら 大変な 急用 を 知らせた に違いない。 

ことによると 昇降 器に 故障が 出来た の も ラドゥ ー ラ様 

が ハラムに 御 命令 遊ばした トリックの 一 つか も 知れな 



い。 そうして ウルフの 帰り を 手間取らして、 妾の 旦那 

と 色男が、 わざ つ と 妾の 眼の 下の 往来で ブッ カリ 合う 

ように 時間 を 手加減な すった のか も 知れない。 

そう 思いながら 腋の 下の 寒 いのも 忘れて 一 心に 見と 

れ ている と、 ブルと ウルの 二人 は、 だしぬけに ブッカ 

リ 合って ビック リ したら しく 一寸の 間、 睨め くら をし 

ている ようで あつたが、 そのうちに ブル. オヤ ジはッ 

カツ 力と 二三 歩 踏み出した。 …… と …… いかにも 傲慢 

らしく ウルフの 肩に 手 を かけて 二三 度 グイ グイと 小突 

きま わした。 けれども ウルフ は、 それに 対して 手 向い 

も 何もせ ずに ヨロ ヨロと よろめき まわって いる。 左手 



ろしい 人 だと ハラムが いつぞや 話して 聞かせた。 本当 

だか 噓だ かわからない けど も、 何しろ ブル • ォャジ が 

まん 丸く 膨れて、 赤い 浮標の ように フ ラフラし ている 

のに、 片っ 方の 運転手 は 弗 箱みたい に 重々 しくて 真 四 

角い 恰好 をして いるから、 見かけ だけで も 頑固ら しい- 

お まけに、 それば かりで なく、 その 男が 自動車の 手 入 

れを する 姿の ままで 来たの だから、 何でも ョッ ポド素 

敵な 大事 件 を 耳に して フル . スピ— ドで 飛び出し たと 

しか 思えな い。 そうして 何 かしら 思い切つ た 冒険 を覚 

悟して ここへ 乗り付け たものに 違いない。 …… と 思う 

間もなく 相 馬 運転手 は、 今まで 自動車の 中から ウルフ 



に 差し向けて いたらし い ピストル を キラ リと菜 葉 服の 

ポケットに 落し 込みながら、 直ぐに ウルフの うしろに 

廻って、 両方の 手首 を 黒い 包み ごと シッ カリと 押え 付 

けて しま つ た。 

それ を 見る とそ こいら を 通りかか つ ている 三 四 人の 

洋服 男が 立ち止まって 見物し 出した。 ズット 向う の 四 

ッ 辻に 突立 つ ている 交通巡査 も、 こっちの 方 を 注意し 

はじめた。 

妾 は ブル. オヤ ジの 大胆な のに 呆れて しまった。 お 

おかた ブル . オヤ ジは 相手の 正体 を 知らないで いるの 

だろう。 よしんば 正体 を 知っている にしても、 その 相 



手が 持って いる 黒い 包みの 中味ば つかり は 知っていよ 

う 害が な い …… だから 自分の 経営し て い るビ ルデ ング 

から 出て 来た 怪しげな 浮浪 人 を 咎める くらいの つもり 

でい るの じ やない かしら …… と 考えて いるう ちに、 吹 

き 荒んで いた 風が 突然 ピッ タリと 止んで、 ブル • オヤ 

ジの 大きな 怒鳴り 声が、 五 階の 上から 見下して いる 妾 

のと ころまで 聞え て 来た。 

「 …… 俺 は 貴様の 正体ぐ らい、 トツ クの 昔に 知ってい 

るぞ。 貴様 は お尋ね者の …… だろう」 

妾 は 夢中に なって 身体 を 引つ こめ かけた。 ブル -ォ 

ャジ が、 わざと 云わなかった 名前が 相手に ハツ キリ 通 



じたに 違いない と 思った。 それと 同時に ウルフが 正体 

を あらわす にちがいないと 思った。 今にも 運転手の 

強力に 押えられ ている 両手 を 振り切って、 黒い 包み を 

相手に タ タキ 付ける かと、 息 を 詰めて 身構えて いたが、 

ウルフ は 矢張り、 そんな 気振り をチッ トモ 見せな かつ 

た。 ブル • オヤ ジ からそう 云われる と 同時に、 意気地 

なく グッ タリと 首 をうな だれて しまった。 

ウルフの そうした 姿 を 見る と、 ブル. オヤ ジは、 な 

おの こと 大きな 声で タン 力 を 切り出した。 

「貴様 等の 秘密 行動 は 一 から 十まで 俺の 耳に 筒抜けな 

んだぞ 。日本の 警察 全体の 耳よりも 俺の 耳の 方が ズッ 



ト 上等なん だぞ。 貴様が このごろ ここへ 出這入りし 初 

めた 事 も、 タッタ 今、 貴様の 変装と 一緒に、 或る 方面 

から 電話で 知らせて 来たんだ。 だから 俺 は 大急ぎで 飛 

ばして 来た。 貴様の 面 を 見 おぼえに 来たんだ。 いい か 

…：- J 

「 」 

「 …… 敵に するなら 敵で もい い。 貴様 等の 首 を 絞める 

くらい 何でもない。 論より 証拠 この 通り だ。 貴様 等み 

たいな 青 一 一才に おじけて 俺の 荒仕事が 出来る と 思う か。 

しかし、 きょうは 許して やる。 俺の 可愛い 奴の ために 

見の がして やる。 ここで 出会つ たんだから 仕方が ある 



まい」 

「 」 

「行け 」 

ブル. オヤ ジが、 こう 云う のと 一緒に、 ウルフの 両 

手 を 握んで いた 運転手が 手 を 離して、 グ ルリと 相手の 

横ヮキ へま わった。 その 菜っ葉服の ポケットの 中で ピ 

スト ルを 構えて いるの が 真上から 見て いるせ いか、 よ 

くわかった。 

けれども ウルフ は 行かなかった。 その代りに 今まで 

力 力 力ら だ 

猫背に 屈まって いた 身体 を シャンと 伸ばす と、 共産党 

員ら しい 勇敢な 態度に かわって、 ブル . オヤ ジの 真正 



底本 ： 「夢 野久作 全集 6」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1992 (平成 4) 年 3 月 M 日 第 ー 刷 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 浅 原庸子 

2 00 4年2月2^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgl\jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



